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１．大野市の地下水 

 

（１）市勢と地勢 

大野市は、福井県東部に位置し、1,000m 級の山々に囲まれた盆地です。大野盆地の西部

を流れる赤根川流域には縄文時代はもちろん、弥生時代から古墳時代、奈良・平安時代を経

て中世に至るまでの各時代において、住居や集落などの遺構、多様な出土遺物が見つかって

います。大野盆地は、狩場になる山林、魚のすむ川、豊かな植生を育む地下水と、生活に適

した土地だったことがうかがえます。 

1575 年、織田信長の部将 金森長近公は、信長の兵法による防守堅固な城郭を亀山に、そ

の東側に短冊型の城下町を建設しました。築城の際、湧水地をそのまま堀として取り入れ、

本願清水を深く掘り下げ「町用水」を整備し、上水路、下水路を備えた城下町を建設しまし

た。これが現市街地の起源となり、約 440 年たった今でも町割りはほぼ残っています。 

現在の大野市は、昭和 29 年に 2町 6村が合併して誕生しました。その後、昭和 45年に西

谷村を、平成 17年に和泉村を編入合併し、今に至っています。令和 4年 4月 1日現在の大

野市の人口は、31,358人、世帯数は 11,596 世帯です。 

また、大野市の総面積は 872.43㎢と県内最大で、市域の約 87％に当たる約 758 ㎢を森林

が占めており、市域の北西に位置する約 90 ㎢の大野盆地に市街地があります。この大野盆

地は、標高 170m から 230m の高所に位置し、東西及び南北の幅が約 9 ㎞のほぼ五角形をし

ています。この中を九頭竜川、真名川、清滝川、赤根川の一級河川が南から北へと流れてい

ます。 

大野盆地の地形は、真名川沿いには真名川扇状地、清滝川沿いには木本扇状地が広がって

おり、また、真名川以東には、岩屑なだれ堆積物で構成される地形面が発達し、赤根川以西

には湖沼性の低地が分布しています。 

大野盆地を取り巻く山地は、古い時

代の岩石が分布し、一方、大野盆地内は

新しい時代に河川が運び出した砂礫層が広

がっています。このため、周囲の山地が不

透水性の基盤の役目をしており、大野盆地

の地下水は地下ダム型を呈しています。 

大野盆地内の真名川以西から赤根川以東

に広がる砂礫層は、特に透水性が高く良好

な帯水層1を形成しています。この浸透した

水は帯水層に地下水として貯えられていま

す。 

このため、大野市の総人口に対する上水道の普及率は、令和4年3月31日現在で14.49％、

簡易水道を含めた普及率でも 37.86％と全国的にも普及率が低い状態となっています。 

                                                   
1 帯水層（たいすいそう）とは、地下水で満たされた砂層等の透水性が比較的良い地層であり、一般には地下水取水

の対象となり得る地層 

   【大野盆地平野部の航空写真】 
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真名川以西の地下水収支の推計（平成 14年～22年の 9か年平均） 

（２）水循環と地下水 

大野盆地において、透水性が高く良好な帯水層が分布している真名川以西の地域の地下

水は、特に降雨と真名川及び赤根川の影響を強く受けています。また、地下水は全体的に南

から北に向かって流れており、木本扇状地内を流れ市街地で飲み水として利用される木本

扇状地地下水系と、真名川が深く関与する真名川地下水系に二分され、両者は互いに影響を

及ぼし合っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                             

大野盆地（真名川以西）の水循環システム 

出典：平成 14 年度大野市地下水総合調査 

単位：千㎥/年

降水 51.0% 44,762

河川水 31.8% 27,934

かんがい水 16.2% 14,246

その他 1.0% 879

合計 100.0% 87,821

揚水量 7.3% 6,405

湧水・河川への流出量 92.7% 80,972

合計 100.0% 87,376

445地下水収支

※合計値は、小数点以下の数値があるため表示値と異なる

流入量

流出量

出典：平成23年度大野市地下水シミュレーション
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大野市の降水量の月別変動状況 

２．地下水位等の監視 

 

（１）気象状況 

大野市街地で利用される地下水は、その大部分が不圧地下水2であり、一般には降雨量や

降雪量などの気象条件の影響を受けます。大野市街地の地下水涵養を考えるうえで、降雨量

や降雪量などの気象観測記録は地下水の収支に大きく関与する項目です。 

大野市の過去 10 年平均の年降水量は 2380.4 ㎜です。これは、日本の平均的な年降水量3

と言われる 1718㎜と比較すると、約 1.4 倍の量になります。 

また、気象庁気象観測データのうち、大野観測所の降水量の平年値4を見ると、月降水量

の平均値は梅雨期の 7 月が最も多く、次いで降雪量が増加する 12 月から翌年 1月にかけて

の降水量が多い日本海側気候の地域です。降水量の少ない月は 4月から 5月や 10 月で、150

㎜前後の月降水量となる傾向が見られます。 

令和 3 年度の気象の特徴として、4 月から 8 月にかけて、月別降水量が過去 10 年平均を

上回る状況が続きました。しかし、9 月から 10 月にかけては一転して極端な少雨傾向とな

りました。特に 10 月は観測史上 2番目に少ない降水量でした。また、2月 18日に最深積雪

128cmを観測するなど、2年連続で過去 10 年平均より積雪の多い年になりました。総じて年

間降水量は 2626.5mm を観測し、過去 10年間で 3番目に降水量が多い年となりました。 

また、年平均気温はほぼ例年並みの 13.3℃となり、最近 3 年間で 1 番低い年になりまし

た。特に 1月から 3月にかけては平均気温が低い月が続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
2 不圧地下水（ふあつちかすい）とは、一般に地表から最初の難透水層より上に存在し、上面が大気圧とつりあった

状態にある地下水 
3 国土交通省 水管理・国土保全 URL:http://www.mlit.go.jp 
4 気象庁 URL:http://www.data.jma.go.jp 
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大野市の平均気温の月別変動状況 

大野市の積雪量の月別変動状況 

平均気温・降水量・降雪量の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気温 （単位：℃）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

令和元年度 10.9 18.3 21.1 24.7 27 23.9 17.6 9.7 5.7 4.5 3.8 7.4 14.55

令和2年度 9.7 17.9 22.6 23.4 27.6 23.1 14.8 11.2 3.3 0.4 2.3 8.6 13.74

令和3年度 12.1 17.0 22 25.6 25.5 22.5 16.6 9.5 3.7 -0.3 0 5.4 13.3

過去10年平均 11.65 17.72 21.44 25.41 26.58 22.22 15.94 9.87 3.84 1.11 1.66 6.19 13.64

過去10年とは平成23年度から令和3年度までのことである。 （気象庁ホームページより大野市作成）
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【菖蒲池観測井（浅・深井戸）】 

【御清水観測井 地下水位表示板】 

（２）地下水位の観測状況 

大野市では、市内 29か所、32本の観測井戸を設置し、地下水位を観測しています。この

うち、御清水観測井、春日公園観測井、菖蒲池（浅）観測井の 3か所を基準観測井としてい

ます。 

これら観測井のうち、簡易観測井においては、市民が毎日手計りで地下水位の観測を行い、

その結果を表示板に掲示し、目で直接見ることのできない地下水の情報を市民に提供して

います。 

区分 個所数 井戸数 

簡易観測井 16か所 16本 

標準観測井 2か所 2本 

精査用観測井 3か所 6本 

その他観測井 8か所 8本 

合計 29か所 32本 

 

    
 

【春日公園観測井 地下水位表示板】 
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地下水位観測井位置図 
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観測井一覧 

 NO 区　分 観測井名
設置年

月
管頭標高
（ｍ）

深度
（ｍ）

ストレーナ位置 観測手法
地盤高
（ｍ）

1 簡　易 天神町観測井 昭51.2 177.13 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 176.08

2 簡　易 開成こども園観測井 昭51.2 178.45 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 178.52

3
簡　易

(基準観測井)
春日公園観測井 昭51.2 180.63 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 179.59

4 簡　易 弥生公園観測井 昭51.2 178.45 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 177.97

5 簡　易 駅東観測井 昭51.11 175.29 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 174.27

6 簡　易 中挟観測井 昭51.11 172.77 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 171.72

7
簡　易

(基準観測井)
御清水観測井 昭51.11 171.84 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 171.67

8 簡　易 水落観測井 昭51.11 170.52 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 169.91

9 簡　易 荒井公園観測井 昭51.12 171.25 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 170.55

10 簡　易 幸町観測井 昭56.6 179.18 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 177.89

11 簡　易 小山公民館観測井 昭56.6 189.12 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 188.19

12 簡　易 石灯籠観測井 昭59.5 173.43 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 172.42

13 簡　易 本願清水観測井 平9.9 178.91 15.0 不　詳 手観測(1日1回) 177.98

14 簡　易 洞雲寺橋観測井 平14.4 171.18 21.0 不　詳 手観測(1日1回) 171.00

15 簡　易 義景公園観測井 平27.7 173.12 15.0 1.0-15.0 手観測(1日1回) 172.12

16 簡　易 中野清水緑地観測井 平27.7 167.77 15.0 1.0-15.0 手観測(1日1回) 166.76

17 標　準 下据観測井 昭55.12 187.14 28.8 5.0-24.0 自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 185.90

18 標　準 篠座観測井 昭49.3 187.99 100.0 7.0-15.0 自記記録式(IC) 187.71

19 精査用 堂本(浅)観測井 昭48.11 171.38 30.0 6.0-24.0 自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 170.66

20 精査用 堂本(深)観測井 昭48.11 170.96 120.0
54.0－90.0，
102.0-108.0

自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 170.11

21 精査用 日吉(浅)観測井 昭52.11 177.65 26.0 9.0-25.5 自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 176.33

22 精査用 日吉(深)観測井 昭52.11 177.63 110.0 66.0-110.0 自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 176.26

23
精査用

(基準観測井)
菖蒲池(浅)観測井 昭47.12 180.29 30.0 9.0-24.0 自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 178.72

24 精査用 菖蒲池(深)観測井 昭47.12 180.28 120.0
55.0-66.0，
72.0-90.0，

自記記録式(ﾁｬｰﾄ) 178.74

25 その他 木本観測井 平1.12 － 25.3 6.5-23.0 自記記録式(IC) 217.25

26 その他 下五条方観測井 平1.12 213.84 25.0 8.5-25.0 自記記録式(IC) 213.08

27 その他 猪島観測井 平1.12 － 25.0 8.5-25.0 自記記録式(IC) 195.99

28 その他 木本原上観測井 平3.6 － 20.7 4.2-20.7 自記記録式(IC) 212.71

29 その他 木本原中観測井 平3.6 － 25.5 5.5-22.0 自記記録式(IC) 206.26

30 その他 木本原下観測井 平3.5 － 26.0 5.5-22.0 自記記録式(IC) 198.51

31 その他 中据観測井 不詳 192.26 25.0 不　詳 自記記録式(IC) －

32 その他 上据観測井 平21.6 200.43 21.0 13.0-21.0 自記記録式(IC) 200.10
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春日公園観測井 過去 10 年間の平均水位の変動 

（３）地下水位の変動状況 

大野市の地下水位は、水田に水を張る時期と梅雨及び台風時期、雪解け時期に大きく上昇

し、8 月中旬頃に最高水位を記録します。その後、水田が落水期を迎えると地下水位は急激

に低下し、11月中旬頃に最低水位を記録するという変動パターンを示します。 

令和 3年度の地下水位は、概ねこの変動パターンに準拠して推移しましたが、特筆すべき状況

も観測されました。 

4月から 9月中旬にかけての地下水位は、真名川の河川水位が高かったことや降水量が例年よ

り多い月が連続したことを受け、過去 10年間の平均水位より高い状態で推移しました。しかし、

9月中旬以降は、降水量が極端に少なかったことから、例年よりも急速に地下水位が低下しまし

た。その際、市の基準観測井である春日観測井では、観測開始以来、最低水位だった 8ｍを 11月

20 日に下回り、11 月 22 日には観測史上最低の地下水位 8ｍ22 ㎝を記録するなど 9 か所の観測

井で観測開始以来、最低の地下水位を観測しました。その後、地下水位は、平年を上回る降水量

があったことや農業用水利施設の改修工事の影響で例年より開始が遅れていた水田湛水が開始

されたことなどにより、地下水位は急速に回復し、12 月中旬から１月末頃までは例年より高い

状態で推移しました。また、2月中旬に積雪量が増加した際に、一時的に地下水位の低下が見ら

れましたが、3月に入ると、雪解けの影響により、地下水位は急速に回復しました。 
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令和 3年度 32 観測井の地下水位変動グラフ 
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（４）河川水位の変動状況 

大野盆地では、真名川の富田大橋付近より上流や清滝川の中津川付近より上流では、河川

水が地下へ涵養していることが確認されています。逆に、それから下流や赤根川では地下水

が河川に流出していることが確認されています。これらは、市内の主要な河川と地下水の涵

養や流出が密接な関係にあることを示しています。このため、国土交通省及び福井県の河川

水位観測データを収集し、河川状況の把握に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（国土交通省ホームページ水文水質データベース・福井県河川砂防総合情報データベースより大野市作成） 

河川水位の変動グラフ 
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赤根川・清滝川・真名川の区間流量観測結果 

出典：平成 14年度大野市地下水総合調査 
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（５）湧水湧出量の変動状況 

大野市では、地下水保全に関する基礎資料の蓄積を図ることを目的として、大野市内の代

表的な湧水地である義景清水と中野清水の湧水量について、それぞれ平成 25 年と平成 24年

から連続観測を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湧水量観測地点 
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○義景清水の湧水量 

 令和 3年度は、10月 23 日から 11 月 30日までの 38日間、湧水が枯渇しました。一般的に、

不圧地下水の湧水量は、降雨量や降雪量などの気象条件の影響が大きいと言われており、湧水

の枯渇は 9月中旬頃からの降水量が少なかったことが主な原因だと考えられます。 

一方で、渇水流量を見ると、平成 30年度以降、0L/分になる状況が観測されています。平成

30 年度や令和 2、3年度の降水量が例年より多かったにもかかわらず、渇水流量が減少してい

る理由は明らかになっていません。気象条件以外の要因についても、今後検証する必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中野清水の湧水量 

※豊水流量：一年を通じて 95 日はこれを下らない流量 

※平水流量：一年を通じて 185 日はこれを下らない流量 

※低水流量：一年を通じて 275 日はこれを下らない流量 

※渇水流量：一年を通じて 355 日はこれを下らない流量 

義景清水の流況の経年変化 

義景清水の地下水位と日平均流量 
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○中野清水の湧水量 

令和 3 年度も、11 月末頃の流量減少が見られましたが、湧水が枯渇することはありませんで

した。 

しかし、義景清水同様に、9月中旬頃からの小雨の影響により、湧水量は急激に減少し、11月

22 日午前 8時に時刻最小流量の 26L/分を記録しました。中野清水緑地の地下水位も 11 月 22日

に 1.58mで、年最低水位を記録しています。 

中野清水の流量の経年変化を見ると、降水量の多寡との相関は弱いように見えます。また、平

成 30年度から 31 年度、並びに令和 3年度は真名川頭首工工事が、令和元年度は、真名川上流で

河道内の砂利採取が実施されており、このような人為的な作業が地下水の涵養に変化をもたら

し、中野清水の渇水流量の変化として観測された可能性も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※豊水流量：一年を通じて 95 日はこれを下らない流量 

※平水流量：一年を通じて 185 日はこれを下らない流量 

※低水流量：一年を通じて 275 日はこれを下らない流量 

※渇水流量：一年を通じて 355 日はこれを下らない流量 

中野清水の流況の経年変化 

中野清水の地下水位と日平均流量 
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（６）地下水温の変動状況 

大野市では、29 か所ある観測井のうち、篠座や下五条方など 9 か所の観測井において地

下水温の観測を行っています。地下水は年間を通じてほぼ一定の水温を保つため、表流水に

比べて夏は冷たく、冬は温かく感じる特徴があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水温を計測している観測井位置図 
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地下水温の観測を開始した平成 24 年度から令和 3 年度までの年平均地下水温の経年変化

を見ると、全ての観測井において上昇する傾向が見られます。また、地下水温が、平均気温

と大きな違いがないことや、平均気温の上昇と相関関係があることが見て取れます。 

地下水温の上昇は、地域の生態系や地下水を原料として営まれている産業などにも影響す

ることが懸念されます。地球温暖化の進行により、地下水温が更に上昇することが想定され

ますが、今後も地下水温の観測を継続し、その動向を注視していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

地下水温と平均気温の変化 
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地下水採取届出件数等一覧 

３．地下水量の保全 

 

（１）地下水採取等の届出状況 

大野市では、地下水を保全するため、地下水保全条例により抑制地域内で地下水を採取す

る際に、揚水施設の吐出口断面積が 19.6 ㎠（直径 50 ㎜）以上の施設を設置する場合には、

水量測定器を設置し、毎月の採取量を市に報告するよう定めています（吐出口が 2以上ある

ときは、その断面積の合計）。 

この他、建築確認申請時に地下水採取届出書などの関係書類の提出、地下水の融雪利用の

禁止などを指導しています。また、開発許可申請事前協議などにおいても、地下水を融雪に

利用しないこと、地下水に配慮した設計にすることなどを指導しています。 

  

 

項   目 平 成 28 年 度 平 成 29 年 度 平 成 30 年 度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

地下水採取届出 1件 2件 3件 2件 0件 0件 

水量測定器設置届出 0件 1件 0件 1件 0件 0件 

建築確認申請 110件 102件 99件 100件 98件 104件 

開発許可申請事前協議等 0件 1件 3件 2件 0件 0件 

 

条例に基づく抑制地域 
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地下水採取量の経年変動状況 

 

 

地下水採取量の月別変動状況 

（２）地下水採取量の報告状況 

令和 3年は 50の事業所から合計 3,821 千㎥の地下水採取量の報告がありました。地下水

採取量について、若干減少しましたが、大きな変化は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

報告事業所数 67 66 60 57 56 55 53 54 54 52 50

報告メーター数 104 105 102 98 86 84 80 80 80 78 75

織物関係企業(千ｍ3) 475 402 398 405 398 384 352 347 346 257 214

官公署(千ｍ3) 449 492 613 573 554 562 536 554 528 548 478

準公共的団体(千ｍ3) 197 201 134 128 131 76 81 98 27 85 104

その他民間団体(千ｍ3) 3,639 3,555 3,230 3,372 3,346 3,018 3,074 3,527 3,251 3,269 3,025

合計揚水量(千ｍ3) 4,761 4,650 4,374 4,478 4,429 4,039 4,044 4,527 4,152 4,159 3,821

区　　分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間揚水量

織物関係企業(千ｍ3) 17 17 17 17 16 17 18 17 19 20 19 20 214

官公署(千ｍ3) 40 43 41 45 39 41 41 43 40 41 29 35 478

準公共的団体(千ｍ3) 13 8 14 8 7 7 8 8 8 7 8 8 104

その他民間団体(千ｍ3) 261 221 258 254 249 267 284 310 228 240 239 214 3,025

合計揚水量(千ｍ3) 331 289 330 324 311 332 351 378 295 308 295 277 3,821

※織物関係企業　　⇒　繊維工業、繊維製品製造業を営む企業の施設

※官　公　署　　　⇒　県、市などの公共的団体が所有する庁舎、学校、保育園などの施設

※準公共的団体　　⇒　ＪＡ、電力会社、民間保育園、社会福祉施設などの準公共的団体の施設

※その他民間団体　⇒　織物関係企業を除く民間の企業や団体、または上記に当てはまらない施設
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※工業用⇒　繊維工業、その他製造業を営む工場など工業に用すること

※建築物用　⇒　官公署、一般事務所、飲食店など工業用を除いた建築物に用すること

※水道用　⇒　上水道、簡易水道、飲料用浅井戸などの水道に用すること

※農業用　⇒　水田かんがいに用すること

※消雪用　⇒　冬季に道路融雪に用すること

地下水の推計揚水量の経年変動グラフ 

年間推計揚水量の用途別比率の変動状況 

（３）地下水揚水量の推計 

大野市では、地下水保全条例に基づく地下水採取量報告により揚水量を把握していますが、

住宅や一般事務所などの条例対象外の井戸については、その揚水量を正確に把握することは困

難な状況にあります。このため、大野市では様々な資料を用いて条例対象外の井戸の揚水量を

推計し、地下水採取量報告と合わせて市域全体の地下水の利用実態の把握に努めています。 

令和 3年の大野市（和泉地区を除く）における推計揚水量は、8,147千㎥（10年平均比 92.2％）

で、工業用が約 38.3％、建築物用が約 8.6%、水道用が約 45.6%、農業用が約 4.5％、消雪用が

3.0％を占めていると推計されます。 
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地下水推計揚水量の経年変動状況 （単位：千㎥） 

年 工 業 用 建 築 物 用 水 道 用 農 業 用 消 雪 用 合 計

昭和55年 8,001 558 3,878 437 544 13,418

昭和56年 8,991 570 3,958 429 346 14,294

昭和57年 7,954 572 3,892 478 204 13,100

昭和58年 8,148 646 3,949 447 200 13,390

昭和59年 7,034 715 4,005 502 508 12,764

昭和60年 6,757 668 4,054 402 240 12,121

昭和61年 5,859 725 4,028 468 308 11,388

昭和62年 5,504 600 3,800 491 58 10,453

昭和63年 5,495 612 3,738 462 209 10,516

平成元年 5,184 565 3,783 437 30 9,999

平成02年 5,099 663 4,085 503 82 10,432

平成03年 5,026 656 4,074 449 255 10,460

平成04年 4,913 730 4,052 502 111 10,308

平成05年 4,771 607 3,990 405 114 9,887

平成06年 4,626 686 4,179 583 145 10,219

平成07年 4,452 723 4,059 402 233 9,869

平成08年 4,282 584 4,054 522 211 9,653

平成09年 4,056 531 4,037 458 96 9,178

平成10年 3,652 561 4,061 404 74 8,752

平成11年 3,069 654 4,121 505 223 8,572

平成12年 3,901 706 4,111 552 129 9,399

平成13年 4,055 748 4,104 506 224 9,637

平成14年 3,759 926 4,448 488 215 9,836

平成15年 3,325 811 4,420 444 156 9,156

平成16年 3,225 712 4,302 416 175 8,830

平成17年 3,127 736 4,452 438 393 9,146

平成18年 3,009 822 4,317 426 200 8,774

平成19年 2,770 759 4,053 449 74 8,105

平成20年 3,427 735 4,020 434 201 8,817

平成21年 2,947 702 3,961 483 163 8,256

平成22年 3,616 739 3,993 448 274 9,070

平成23年 3,866 822 4,101 410 282 9,481

平成24年 3,709 869 4,118 481 322 9,499

平成25年 3,306 911 4,119 426 237 8,999

平成26年 3,458 862 3,950 442 164 8,876

平成27年 3,432 802 3,856 496 205 8,791
平成28年 3,248 755 3,841 495 78 8,417
平成29年 3,204 745 3,864 430 242 8,485
平成30年 3,663 783 3,890 457 330 9,123
令和元年 3,406 688 3,723 481 45 8,343
令和02年 3,420 707 3,743 424 59 8,353
令和03年 3,118 699 3,718 364 248 8,147
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（４）水田湛水事業の実施状況 

① 水田湛水事業の概要 

大野市では、市街地における冬季の地

下水位低下を緩和することを目的に、昭

和 53 年度から地下水涵養地域である木

本扇状地において水田を借り上げ、10月

から翌年 2 月までの 5 か月間に水田湛水

を行い、地下水の涵養を図っています。 

令和 3 年度は、真名川頭首工の改修工

事の影響により、令和 3年 11 月 25 日か

ら令和 4 年 2 月 28 日まで実施しました。また、実施面積をこれまでより約 10ha 増やし、

40.21haの水田で実施しました。 

 

 

    

年度
実施面積
（ha）

実施区域 年度
実施面積
（ha）

実施区域

昭和53年度 5.52 上篠座上区・木本線西側 平成16年度 9.91 　　〃

昭和54年度 8.93 榎・西据・千歳地係 平成17年度 9.80 千歳地係

昭和55年度 7.78 　　〃 平成18年度 9.79 　　〃

昭和56年度 9.90 　　〃 平成19年度 9.81 西据・榎地係

昭和57年度 8.50 　　〃 平成20年度 9.99 　　〃

昭和58年度 8.94 　　〃

昭和59年度 9.64 　　〃

昭和60年度 10.64 　　〃 平成22年度 9.42 阿難祖地頭方地係

昭和61年度 9.62 　　〃 平成23年度 16.16 阿難祖地頭方・榎地係

昭和62年度 9.71 　　〃

昭和63年度 8.20 木本・阿難祖地頭方地係

平成元年度 6.11 阿難祖地頭方地係

平成 2年度 7.87 　　〃

平成 3年度 7.71 千歳・西据地係

平成 4年度 8.73 　　〃

平成 5年度 6.79 阿難祖地頭方地係

平成 6年度 7.79 　　〃

平成 7年度 9.55 千歳・西据地係

平成 8年度 9.32 　　〃

平成 9年度 9.32 　　〃

平成10年度 9.93 阿難祖地頭方・榎地係

平成11年度 9.93 　　〃

平成12年度 9.25 　　〃

平成13年度 9.40 千歳・西据地係 令和元年度 30.00 　　〃

平成14年度 9.40 千歳・西据地係 令和２年度 29.97
右近次郎・阿難祖地頭方・千歳・榎・

西据地係

平成15年度 9.78 阿難祖地頭方地係 令和３年度 40.21
上篠座・右近次郎・阿難祖地頭方・千

歳・榎・西据地係

平成29年度 29.16
上篠座・千歳・榎・上

舌・阿難祖地頭方・西据

地係

平成30年度 29.91
上篠座・右近次郎・下

舌・阿難祖地頭方・千

歳・榎・西据地係

平成27年度 28.82
上篠座・阿難祖地頭方・

千歳・榎・西据地係

平成28年度 29.76
上篠座・右近次郎・下

舌・阿難祖地頭方・千

歳・榎・西据地係

平成25年度 29.89
阿難祖地頭方・千歳・

榎・西据地係

平成26年度 28.03
阿難祖地頭方・千歳・

榎・西据地係

平成21年度 29.92
阿難祖地頭方・千歳・

西据・榎地係

平成24年度 28.65
阿難祖地頭方・千歳・

榎・西据地係

【湛水中の水田 令和 4年 1月 28日撮影】 

実施面積一覧 
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実施位置図 
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地下水位経年変動グラフ 

② 水田湛水事業の効果 

令和 3年度の水田湛水は 11月 25日から開始しましたが、開始とほぼ同時期にまとまっ

た降雨があったため、水田湛水の効果を明確に把握することができませんでした。 

水田湛水事業の効果について、平成 21 年度に実施した「水田湛水地下水位解析調査業

務委託報告書」によると、水田湛水を 10 月 1日から 2月末までの 5か月の間、30haの面

積で実施すると、約 22 万トンの地下水涵養効果があると推定されています。これは、平

年的な降雪時における市域の年間消雪揚水量を補う程度の地下水涵養量に相当します。 

近年では、地下水位が降雪期よりも秋頃に著しく低下する傾向にあることから、水田湛

水の実施時期の前倒しを検討する必要があります。また、これまで約 30ha だった実施面

積を約 40ha に拡大した効果について、今後 5 年間程度継続して検証し、今後の方針を検

討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水位年間変動グラフ 



- 37 - 

 

４．地下水質の保全 

 

（１）地下水の水質調査 

大野市の市街地では、住む多くの市民が地下水を家庭用ホームポンプで直接汲み上げ、飲料

水をはじめとした生活用水に使用しています。このため、市内 41 か所の地下水を採取し、水

道法で設定される 40 項目について年 1回の水質検査を行っています。 

令和 3年度の検査では、No.36で大腸菌が陽性となるなど、不適合となったところが 3か所

ありました。NO.36の外井戸は農地に隣接するため、かんがい水や雨水が十分にろ過されない

まま井戸に流入している可能性があります。再検査を家屋内で実施したところ、適合となりま

した。 

また、NO.40と NO.41 の井戸では、鉄とマンガン及びその化合物が基準値を超えて検出され

ました。これは、人為的な汚染ではなく、自然由来による汚染であると推測されます。 

一般細菌と大腸菌は今ではほとんど検出されませんが、平成 13年度の調査結果では市内 42

か所で調査を行った結果、一般細菌、大腸菌のいずれか又は両方で不適合となった箇所は 11

か所ありました。令和 3年度は 1か所であり、ここ 20 年間で水質の改善が図られていること

が分かります。 

 

 

 
地下水水質検査採取箇所図 
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1 個/ml 以下        0 個/ml        0 個/ml        0 個/ml        0 個/ml        1 個/ml        0 個/ml        0 個/ml        0 個/ml        0 個/ml        0 個/ml        0 個/ml

2         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性         陰性

3 ㎎/L 以下   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満   0.0003 ㎎/L 未満

4 ㎎/L 以下  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満  0.00005 ㎎/L 未満

5 ㎎/L 以下    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満

6 ㎎/L 以下    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満

7 ㎎/L 以下    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満

8 ㎎/L 以下    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満

9 ㎎/L 以下    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満

10 ㎎/L 以下    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満

11 ㎎/L 以下     1.35 ㎎/L     1.36 ㎎/L     1.72 ㎎/L     1.35 ㎎/L     1.47 ㎎/L     1.52 ㎎/L     1.75 ㎎/L     1.17 ㎎/L     1.18 ㎎/L     1.62 ㎎/L     1.39 ㎎/L

12 ㎎/L 以下     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満     0.08 ㎎/L 未満

13 ㎎/L 以下     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満

14 ㎎/L 以下   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満   0.0002 ㎎/L 未満

15 ㎎/L 以下    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満

16 ㎎/L 以下    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満    0.004 ㎎/L 未満

17 ㎎/L 以下    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満

18 ㎎/L 以下   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満

19 ㎎/L 以下    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満

20 ㎎/L 以下    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満    0.001 ㎎/L 未満

32 ㎎/L 以下     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満

33 ㎎/L 以下     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満

34 ㎎/L 以下     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L 未満

35 ㎎/L 以下     0.01 ㎎/L 未満     0.03 ㎎/L     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.01 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 

36 ㎎/L 以下        5 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L        6 ㎎/L        5 ㎎/L        5 ㎎/L

37 ㎎/L 以下    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満    0.005 ㎎/L 未満

38 ㎎/L 以下      4.5 ㎎/L      4.1 ㎎/L      4.1 ㎎/L      4.0 ㎎/L      4.2 ㎎/L      4.1 ㎎/L      4.1 ㎎/L      3.8 ㎎/L      4.1 ㎎/L      4.3 ㎎/L      4.0 ㎎/L

39 ㎎/L 以下       38 ㎎/L       44 ㎎/L       43 ㎎/L       42 ㎎/L       43 ㎎/L       44 ㎎/L       41 ㎎/L       55 ㎎/L       56 ㎎/L       43 ㎎/L       42 ㎎/L

40 ㎎/L 以下       77 ㎎/L       90 ㎎/L       82 ㎎/L       80 ㎎/L       83 ㎎/L       90 ㎎/L       85 ㎎/L       96 ㎎/L       99 ㎎/L       87 ㎎/L       76 ㎎/L

41 ㎎/L 以下     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満     0.02 ㎎/L 未満

42 ㎎/L 以下 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満

43 ㎎/L 以下 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満 0.000001 ㎎/L 未満

44 ㎎/L 以下    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満    0.002 ㎎/L 未満

45 ㎎/L 以下   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満   0.0005 ㎎/L 未満

46 ㎎/L 以下      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満      0.3 ㎎/L 未満

47      6.4      6.4      6.4      6.4      6.4      6.5      6.6      6.6      7.0      6.4      6.6

48     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし     異常なし

49 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし 　　異常なし

50 度 以下      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満      0.5 度   未満

51 度 以下      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満      0.1 度   未満 

調　査　地　点 NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6 NO.7 NO.8 NO.9 NO.10

緯度 35.975 35.976 35.974 35.974 35.978 35.978 35.977 35.978 35.984 35.983 

経度 136.485 136.490 136.495 136.500 136.488 136.492 136.494 136.502 136.486 136.490 

採 水 年 月 日 令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日令和 3年 6月 22日 令和 3年 6月 22日

検査項目
　　　　　　   水温（℃）

 基準値　 15.3 16.0 14.4 14.3 14.9 14.0 15.3 14.1 14.8 13.8

一般細菌 100

大腸菌 検出されないこと

カドミウム及び
その化合物

0.003

水銀及び　　　　　　　　　
その化合物

0.0005

セレン及び
その化合物

0.01

鉛及びその化合
物

0.01

ヒ素及び　　　　　　　　
その化合物

0.01

六価クロム化合
物    

0.02

亜硝酸態窒素 0.04

シアン化物イオ
ン及び塩化シア

ン

0.01

硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素

10

フッ素及び　 　　　　
その化合物

0.8

ホウ素及び
その化合物

1.0

四塩化炭素 0.002

1,4-ジオキサン 0.05

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及
び

ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
0.04

ジクロロメタン 0.02

テトラクロロエ
チレン

0.01

トリクロロエチ
レン

0.01

ベンゼン 0.01

亜鉛及びその化合物 1.0

アルミニウム及
び

その化合物

0.2

鉄及びその化合物 0.3

銅及びその化合物 1.0

ナトリウム及び
その化合物

200

マンガン及び
その化合物

0.05

塩化物イオン 200

ｶﾙｼｳﾑ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
等

（硬度）

300

蒸発残留物 500

陰ｲｵﾝ界面活性剤 0.2

ジェオスミン 0.00001

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 0.00001

非ｲｵﾝ界面活性剤 0.02

フェノール類 0.005

有機物(全有機炭
素（TOC）の量)

3

ｐＨ値 5.8以上 8.6以下

味 異常でないこと

臭気 異常でないこと

色度 5

濁度 2

地下水水質検査結果 






















































